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201 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

　
　
　
明
治
中
期
の
宗
教
行
政
と
外
来
系
新
宗
教

　
　
　
　
　
　
　

―
日
本
伝
道
開
始
時
の
モ
ル
モ
ン
教
へ
の
反
応
を
事
例
と
し
て

―

杉　

内　

寛　

幸　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
外
来
系
新
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教
系
新
宗
教
と
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

１
）、

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
教
会
（
以
下
、
モ
ル

モ
ン
教
と
呼
称
す
る
）
の
明
治
期
に
お
け
る
布
教
届
出
に
対
す
る
国
家
の
対
応
か
ら
、
国
家
体
制
下
に
お
け
る
宗
教
の
「
共
存（

２
）関

係
」
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
い
か
に
し
て
近
代
国
家
に
向
か
う
日
本
に
お
い
て
、
宗
教
行
政
に
よ
っ
て
異
文
化
か
ら
発

生
し
た
新
宗
教
が
「
共
存
」
可
能
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
な
お
、
筆
者
の
問
題
関
心
は
、
特
に
外
来
系
新
宗
教
の
日
本

布
教
に
あ
る
の
で
、
明
治
中
期
に
布
教
を
始
め
た
モ
ル
モ
ン
教
と
内
務
省
の
反
応
を
事
例
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

モ
ル
モ
ン
教
は
、
世
界
各
地
で
約
一
五
〇
〇
万
人
の
信
徒
数
を
数
え
、
日
本
で
の
伝
道
活
動
は
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
始
ま
っ

て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
信
徒
は
約
一
三
万
人
の
信
徒
数
を
持
つ（

３
）が

、
日
本
で
の
歴
史
的
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た（

４
）。
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202明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　

モ
ル
モ
ン
教
の
日
本
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
教
会
関
係
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
・
高
木
信
二
が
ま
と
め
た
『
日
本
末

日
聖
徒
史（

５
）』

と
、
日
本
伝
道
部
が
作
成
し
た
日
本
伝
道
一
〇
〇
周
年
実
行
委
員
会
編
『
世
紀
を
越
え
て
―
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

教
会
伝
道
一
〇
〇
周
年
の
あ
ゆ
み（

６
）』

が
内
部
資
料
を
用
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
研
究
者
に
よ
る
も
の
は
、
マ
レ
ー
・
Ｌ
・

ニ
コ
ー
ル
が
一
九
五
七
年
に
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
に
出
し
た
論
文（

７
）と

、
リ
ー
ド
・
L
・
ニ
ー
ル
ソ
ン
に
よ
る
著
作（

８
）が

あ
る
。
い
ず
れ

も
教
会
員
に
よ
る
研
究
で
あ
り
、
教
会
歴
史
部
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
を
駆
使
し
、
宣
教
師
達
の
行
動
や
、
東
ア
ジ
ア
で
の
伝
道

活
動
に
至
る
経
緯
、
江
戸
時
代
か
ら
の
日
本
の
宗
教
政
策
な
ど
と
の
関
係
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
前
の
伝
道
の
失
敗
に
関
し

て
、
言
語
の
問
題
、
文
化
の
違
い
、
金
銭
の
問
題
な
ど
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
日
本
で
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
主
に
上
記
の
論
文
な
ど
を
参
考
と
し
て
い
る
。

　

小
川
原
正
道
は
、
明
治
国
家
の
キ
リ
ス
ト
教
対
策
と
い
う
視
点
か
ら
、
モ
ル
モ
ン
教
と
内
務
省
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（

９
）。

小
川
原

に
よ
れ
ば
、
モ
ル
モ
ン
教
の
伝
道
開
始
時
は
、
内
地
雑
居
に
伴
う
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
が
拡
大
し
た
頃
に
当
た
り
、
国
家
が
キ
リ
ス
ト

教
対
策
を
講
じ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
伝
道
活
動
を
開
始
し
た
モ
ル
モ
ン
教
の
持
っ
て
い
た
特
殊
な
教
義
が
、
国

内
の
「
安
寧
秩
序
」
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
懸
念
し
、
宗
教
局
及
び
警
保
局
が
警
戒
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
小
川
原
の
分
析
は
、
筆

者
の
問
題
関
心
と
か
な
り
近
く
、
教
義
の
内
容
が
問
題
化
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
モ
ル
モ
ン

教
側
の
事
情
や
国
内
の
反
応
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
日
本
の
宗
教
行
政
の
展
開
の
中
に
モ
ル
モ
ン
教
の
布
教
を
位
置
づ
け
、
内
務
省
宗
教
局

と
警
保
局
の
対
応
を
歴
史
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
論
理
に
よ
っ
て
内
務
省
が
モ
ル
モ
ン
教
を
危
険
視
し
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
モ
ル
モ
ン
教
側
の
対
応
や
、
そ
の
他
一
部
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
反
モ
ル
モ
ン
活
動
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る

こ
と
と
す
る
。
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203 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

　
　
　
　
一
、
宗
教
行
政
の
変
遷

　

本
節
で
は
、
明
治
の
宗
教
行
政
の
展
開
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
内
務
省
宗
教
局
へ
至
る
宗
教
行
政
の
歴
史

的
展
開
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
明
治
政
府
の
宗
教
行
政
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
治
維
新
政
府
は
、
神
仏
分
離
策
や
神
祇
官
再
興
と
い
っ
た
方
針
を
取
る
こ
と

で
、
宗
教
と
国
家
の
関
係
を
一
変
さ
せ
た
。
当
初
維
新
政
府
は
、
近
代
国
家
と
し
て
宗
教
を
取
り
締
ま
る
際
の
法
の
不
十
分
さ
か
ら
、
直

接
政
府
に
よ
る
宗
教
の
統
一
的
規
制
や
掌
握
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
キ
リ

シ
タ
ン
政
策
を
踏
襲
し
、
禁
制
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た（

（1
（

。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
三
月
に
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
、
邪
宗
門
禁
制
」
の

立
て
札
が
提
示
さ
れ
た
が
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
な
ど
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
圧
力
を
契
機
と
し
て
、
国
民
教
化
政
策
、
信
教
の
自
由

の
問
題
へ
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
国
民
教
化
政
策
は
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
の
、「
大
教
宣
布
の
詔
」
の
発
布
に
伴
い
、

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
設
け
ら
れ
た
神
祇
官
所
管
の
宣
教
使
に
よ
っ
て
、
祭
政
一
致
の
方
針
と
神
道
の
国
教
化
を
国
民
に
浸
透
さ
せ

よ
う
と
す
る
が
、
神
祇
官
及
び
宣
教
使
の
意
見
対
立
な
ど
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た（

（1
（

。

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
、
条
約
改
正
の
た
め
に
欧
州
を
訪
れ
て
い
た
岩
倉
使
節
団
一
行
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
弾
圧
や
、
浦
上

キ
リ
シ
タ
ン
問
題
に
対
す
る
抗
議
を
受
け
、政
策
の
転
換
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ず
、一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
二
月
、太
政
官
布
告
（
第

六
八
号
）
に
よ
っ
て
高
札
の
撤
去
を
行
っ
た
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
事
実
上
解
禁
さ
れ
た
と
す
る
が
、
法
律
上
は
行
政
の
対
象
と
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
三
月
に
は
、
神
道
の
み
に
よ
る
国
民
統
合
の
限
界
か
ら
、
教
部
省
が
発
足
し
、
仏
教
側
の
要
請
に
よ
っ
て
同

年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
大
教
院
を
参
加
さ
せ
、
神
官
・
僧
侶
を
教
導
職
に
任
命
、
天
皇
制
国
家
樹
立
の
た
め
の
国
民
教
化
・
啓
蒙
活
動
に
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204明治中期の宗教行政と外来系新宗教

動
員
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
教
一
致
政
策
へ
の
批
判
や
、
島
地
黙
雷
な
ど
に
よ
る
大
教
院
分
離
運
動
に
よ
っ
て
、
浄
土

真
宗
教
団
が
大
教
院
か
ら
脱
退
し
た
。
明
治
八
年
に
は
太
政
大
臣
の
三
条
実
美
が
神
仏
合
同
布
教
の
差
し
止
め
を
指
令
し
、
大
教
院
は
解

散
さ
れ
、
神
仏
各
宗
は
独
自
の
国
民
教
化
・
布
教
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
月
に
は
教
部
省
が
廃
止
、
内
務
省
に
社
寺
局
が
設
置
さ
れ
た
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
月
に
は

神
官
の
教
導
職
兼
補
を
廃
止
、
内
務
省
達
乙
第
七
号
に
よ
っ
て
葬
儀
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
に
は
、

太
政
官
布
達
第
一
九
号
に
よ
っ
て
神
仏
教
導
職
を
廃
止
し
、
各
管
長
住
職
の
任
免
、
教
師
の
等
級
進
退
を
委
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
神
社

神
道
は
祭
祀
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
の
内
務
卿
口
達
「
自
葬
ノ
禁
ハ
自
ラ
解
除
セ
ラ
ル
」、
つ
ま
り
自
葬
の

解
禁
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
事
実
上
解
禁
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
政
府
は
一
定
の
政
教
分
離
を
行
っ
た
こ
と
で
、
間
接
的
に

宗
教
を
規
制
・
掌
握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
二
月
一
一
日
に
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
憲
法
の
第
二
八
条
に
は
、「
日
本
臣
民
ハ
安
寧

秩
序
ヲ
妨
ケ
ス
及
臣
民
タ
ル
義
務
ニ
背
カ
サ
ル
限
ニ
於
テ
信
教
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」
と
規
定
す
る
こ
と
で
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
信
教
の

自
由
が
明
文
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
安
寧
秩
序
」
を
妨
げ
す
、「
臣
民
の
義
務
」
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト

教
の
信
仰
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
憲
法
起
草
者
で
あ
る
伊
藤
博
文
の
『
帝
國
憲
法
義
解
』
に
お
い
て
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
伊
藤
は
「
蓋
本
心
ノ
自
由
ハ
人
ノ
内
部
ニ
存
ス
ル
者
ニ
シ
テ
固
ヨ
リ
国
法
ノ
干
渉
ス
ル
区
域
ノ
外
ニ
在
リ
」
と
記
し
た
よ
う

に
、
国
家
が
信
教
の
自
由
に
干
渉
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
が（

（1
（

、
同
時
に
、

　
　

�

但
シ
信
仰
帰
依
ハ
専
ラ
内
部
ノ
心
識
ニ
属
ス
ト
雖
其
ノ
更
ニ
外
部
ニ
向
ヒ
テ
礼
拝
儀
式
布
教
演
説
及
結
社
集
会
ヲ
為
ス
ニ
至
テ
ハ
固

ヨ
リ
法
律
又
ハ
警
察
上
安
寧
秩
序
ヲ
維
持
ス
ル
為
ノ
一
般
ノ
制
限
ニ
遵
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

而
シ
テ
何
等
ノ
宗
教
モ
神
明
ニ
奉
事
ス
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ル
為
ニ
法
憲
ノ
外
ニ
立
チ
国
家
ニ
対
ス
ル
臣
民
ノ
義
務
ヲ
逃
ル
ヽ
ノ
権
利
ヲ
有
セ
ス
故
ニ
内
部
ニ
於
ケ
ル
信
教
ノ
自
由
ハ
完
全
ニ
シ

テ
一
ノ
制
限
ヲ
受
ケ
ス
而
シ
テ
外
部
ニ
於
ケ
ル
礼
拝
布
教
ノ
自
由
ハ
法
律
規
則
ニ
対
シ
必
要
ナ
ル
制
限
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
及
臣

民
一
般
ノ
義
務
ニ
服
従
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
此
レ
憲
法
ノ
裁
定
ス
ル
所
ニ
シ
テ
政
教
互
相
関
係
ス
ル
所
ノ
界
域
ナ
リ（

（1
（

（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
よ
う
に
、
無
条
件
に
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
個
人
の
信
仰
は
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
が
、
教

団
の
設
立
及
び
布
教
活
動
に
は
著
し
い
制
約
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
内
務
省
に
よ
る
宗
教
行
政
の
対
象
は
、
主
に
神
仏

道
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
的
に
キ
リ
ス
ト
教
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
一
六
日
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
日
英
通
商
航
海
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
幕
末
に

結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
で
あ
る
治
外
法
権
が
撤
廃
さ
れ
、
そ
の
後
各
国
と
の
条
約
締
結
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
引
き
換
え
に
外
国

人
の
内
地
へ
の
開
放
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
は
内
地
雑
居
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
内
地
雑
居
に
伴
う
キ
リ

ス
ト
教
の
布
教
に
対
す
る
警
戒
が
強
ま
り
、
当
時
キ
リ
ス
ト
教
と
確
執
の
あ
っ
た
仏
教
側
の
反
発
を
招
く
が（

（1
（

、
同
年
七
月
二
七
日
に
は
、

内
務
省
令
第
四
一
号
「
宗
教
ノ
宣
布
及
会
堂
説
教
所
講
義
所
取
締
規
定
」
が
出
さ
れ
、
八
月
四
日
に
施
行
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
が
正
式
に
行
政
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
内
務
省
令
第
四
一
号
で
は
、
布
教
許
可
は
管
轄
す
る
地
方
長
官
へ

の
各
種
届
出
を
行
い
、
許
可
を
得
る
必
要
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
内
務
省
令
に
よ
っ
て
、
神
仏
道
以
外
の
宗
教

も
、
一
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
自
由
に
布
教
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
四
月
二
七
日
、「
内
務
省
官
制
」
が
改
正
さ
れ
、
社
寺
局
は
宗
教
局
と
神
社
局
に
別
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
「
内
務
省
官
制
」
の
改
正
の
結
果
、
神
社
局
は
各
局
の
首
位
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
神
社
局
と
宗
教
局
の
分
離
は
、

結
果
的
に
神
社
を
行
政
上
「
非
宗
教
」
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が
国
家
の
意
志
と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
近
代
の
宗
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206明治中期の宗教行政と外来系新宗教

教
・
神
社
行
政
の
展
開
を
考
え
る
上
で
画
期
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
背
景
に
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
一
二
月

九
日
の
第
一
四
回
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
第
一
次
宗
教
法
案
」
が
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、
内
地
雑
居
に
伴
い
、
仏
教
界
・
キ
リ
ス
ト
教
界

で
様
々
な
軋
轢
が
起
こ
っ
て
お
り
、
宗
教
の
保
護
と
取
締
に
関
す
る
統
一
的
法
規
制
定
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教

を
仏
教
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
反
対
し
た
仏
教
界
や
貴
族
院
の
反
対
で
廃
案
に
な
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
宗
教
局
の
成
立

は
、「
第
一
次
宗
教
法
案
」
で
の
議
論
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
教
派
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
を
一
括
し
て
行
政
上
の
対
象
と
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
部
局
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
宗
教
局
は
、
文
部
省
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
明
治
中
期
に
至
る
ま
で
の
宗
教
と
行
政
の
関
係
を
ま
と
め
た
。
日
本
の
宗
教
行
政
は
、
明
治
初
期
の
宗
教
の
統
一
的
規
制
や
掌

握
を
目
指
す
が
う
ま
く
行
か
ず
、
結
果
的
に
は
「
日
本
型
政
教
関
係
」
が
生
ま
れ
、
か
つ
大
日
本
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て
「
安
寧
秩
序
を
妨

げ
ぬ
」
限
り
に
お
い
て
、
信
教
の
自
由
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
黙
認
の
形
で
布
教
を
行
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト

教
も
、
内
務
省
令
第
四
一
号
に
よ
っ
て
正
式
に
宗
教
行
政
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
内
務
省
が
こ
の
「
安

寧
秩
序
」
の
観
点
か
ら
、
外
来
系
新
宗
教
で
あ
る
モ
ル
モ
ン
教
に
対
し
て
行
政
上
ど
う
対
応
を
取
っ
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
。

　
　
　
　
二
、
モ
ル
モ
ン
教
の
伝
道
開
始
と
メ
デ
ィ
ア
の
反
応

　

本
節
に
入
る
前
に
、
明
治
政
府
と
モ
ル
モ
ン
教
の
接
触
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
実
は
、
明
治
政
府
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
モ
ル

モ
ン
教
と
接
触
し
、
そ
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
。

　

政
府
の
官
僚
で
始
め
て
モ
ル
モ
ン
教
と
接
触
し
た
の
は
、
伊
藤
博
文
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
モ
ル
モ
ン
教
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
金
融
制

度
調
査
の
目
的
で
渡
米
し
た
伊
藤
が
、
一
八
七
一
年
に
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
の
ス
テ
ー
ク
会
長
で
あ
っ
た
ア
ン
ガ
ス
・
Ｍ
・
キ
ャ
ノ
ン
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207 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

と
会
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
伊
藤
は
電
車
で
の
移
動
中
で
あ
り
、
二
日
半
ほ
ど
の
間
、
モ
ル
モ
ン
教
徒
に
つ
い
て
と
モ
ル
モ
ン
教
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
キ
ャ
ノ
ン
と
話
し
、
別
れ
際
、
伊
藤
は
モ
ル
モ
ン
教
徒
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
述
べ
た
の
で
、
キ
ャ
ノ
ン
は
教
会
関
係
資

料
を
送
っ
た
。
こ
の
後
、
伊
藤
は
一
八
七
二
年
に
岩
倉
使
節
団
が
訪
米
し
た
際
、
再
度
モ
ル
モ
ン
教
と
接
触
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

岩
倉
使
節
団
の
一
行
は
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
二
週
間
ほ
ど
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
に
滞
在
し
た
。
こ
こ
で
モ
ル
モ
ン
教
徒
に
よ
る
歓
待

を
受
け
て
い
る
。
当
時
の
接
触
の
記
録
は
、久
米
邦
武
が
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記　

第
一
篇　

米
利
堅
合
衆
国
ノ
部
』（
博
聞
社
、

一
八
七
八
年
）
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
モ
ル
モ
ン
教
（「
モ
ル
モ
ン
宗
」
と
表
記
）
が
「
キ
リ
ス
ト
教
か
ら

分
か
れ
た
異
教
の
一
種
で
、
多
妻
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
」
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
使
節
団
は
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
官
長
と
会

見
し
、
神
殿
や
学
校
、
劇
場
な
ど
様
々
な
場
所
の
見
学
を
行
っ
た
。
使
節
団
に
同
行
し
た
伊
藤
は
、
そ
の
後
二
度
ほ
ど
キ
ャ
ノ
ン
と
接
触

し
、
日
本
に
来
た
ら
訪
ね
て
来
る
よ
う
述
べ
た
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
後
に
日
本
で
伝
道
が
行
わ
れ
た
と
き
、
宣
教
師
達
は

伊
藤
を
訪
ね
て
い
る
が
、
接
触
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
で
の
伝
道
活
動
は
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
始
ま
っ
て
い
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
お
よ
び
、
一
定
の
宗
教
の
自
由
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
伝
道
開
始
に
伴
い
、
多
く
の
新
聞
・
雑
誌
が
モ
ル
モ
ン
教
の
記
事
を
掲
載

し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
批
判
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
「
二
六
新
報
」
の
八
月
一
四
日
の
記
事
に
は
、「
多
妻
主
義
を
以
て
聞
こ
え
た
る
米
国
ユ
ー
タ
の
モ
ル
モ
ン
宗

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

宣
教
師
日
本
に

渡
航
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、モ
ル
モ
ン
教
は
当
初
か
ら
「
多
妻
主
義
」、す
な
わ
ち
「
一
夫
多
妻
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ

て
お
り
、
明
治
期
の
日
本
で
の
伝
道
活
動
は
、
こ
う
い
っ
た
日
本
の
状
況
を
宣
教
師
達
が
ほ
と
ん
ど
理
解
せ
ず
に
始
ま
っ
た
。
宣
教
師
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
図
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（2
（

。

　

次
に
、
モ
ル
モ
ン
教
に
対
す
る
行
政
側
の
対
応
に
つ
い
て
、
新
聞
記
事
を
参
考
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
当
時
の
伝
道
部
長
ヒ
ー
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208明治中期の宗教行政と外来系新宗教

バ
ー
・
Ｊ
・
グ
ラ
ン
ト
は
、
モ
ル
モ
ン
教
に
好
意
的
な
記
事
を
執
筆
し
て
い
た
「
二
六
新
報
」
の
岡
野
英
太
郎
と
と
も
に（

（2
（

、
九
月
三
日
に

東
京
の
内
務
省
に
赴
き
、
宗
教
局
局
長
宇
佐
美
勝
夫
、
総
務
局
文
書
課
長
兼
大
臣
官
房
参
事
官
有
吉
忠
一
に
会
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正

式
に
伝
道
活
動
の
許
可
を
得
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
届
出
に
関
す
る
指
示
を
受
け
た
の
か
、
グ
ラ
ン
ト
は
神
奈
川
県
知
事
に

伝
道
活
動
の
許
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

そ
の
後
の
足
取
り
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
新
聞
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
朝
日
新
聞
に
は
、
次
の
よ
う
に
宣
教
師
達
が
行

動
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

モ
ル
モ
ン
宣
教
師
警
部
長
を
訪
ふ

　
　

�

横
浜
山
手
廿
五
番
館
に
滞
在
中
な
る
モ
ル
モ
ン
宗
の
宣
教
師
ら
は
打
揃
ふ
て
昨
六
日
午
前
十
時
黒
岩
神
奈
川
縣
警
部
長
を
警
察
部
に

訪
問
し
布
教
に
関
し
我
法
規
及
び
手
続
等
に
就
て
親
し
く
問
合
せ
た
る
上
辞
し
去
り
し
と
聞
く
。

　
　
【
東
京
朝
日
新
聞
明
治
三
四
年
九
月
七
日
】

こ
の
次
の
日
の
記
事
で
は
、
神
奈
川
県
知
事
に
布
教
の
届
け
出
を
行
っ
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

モ
ル
モ
ン
宗
の
布
教

　
　

�

モ
ル
モ
ン
宗
の
宣
教
師
グ
ラ
ン
ド
氏
外
三
名
布
教
の
手
続
打
合
の
為
め
神
奈
川
県
警
部
長
を
訪
問
せ
し
こ
と
は
前
号
に
記
せ
し
が
不

取
敢
明
治
三
十
二
年
七
月
内
務
省
令
第
四
十
一
号
の
規
定
を
遵
奉
し
不
日
宗
教
の
名
称
布
教
の
方
法
に
履
歴
書
を
添
へ
神
奈
川
県
知

事
に
届
け
出
直
ち
に
布
教
す
る
準
備
中
な
り
と
聞
く
。
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209 明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　
　
【
東
京
朝
日
新
聞
明
治
三
四
年
九
月
八
日
】

　

そ
の
後
の
足
取
り
で
あ
る
が
、
東
京
朝
日
新
聞
の
九
月
二
一
日
の
記
事
で
は
、
前
日
二
〇
日
に
一
度
布
教
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
布
教
届
に
は
、「
モ
ル
モ
ン
教
（
当
時
は
モ
ル
モ
ン
宗
）」
の
教
義
を
教
授
す
る
際
に
、「
一
私
人
の
家
屋
、
教
会
堂
、

会
館
並
に
公
道
に
於
て
説
教
す
る
こ
と
」「
本
教
会
の
教
理
を
示
す
處
の
論
説
文
及
其
外
の
出
版
物
を
流
布
す
る
こ
と
」
な
ど
や
、
布
教

に
際
し
、「
教
義
の
説
明
事
項
中
一
夫
多
妻
は
最
早
当
教
会
の
許
さ
ざ
る
處
一
妻
多
夫
の
教
は
説
教
不
致
」
と
誓
言
し
た
と
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
伝
道
時
に
、「
一
夫
多
妻
」
と
い
う
教
義
を
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
本
国
で
は
廃
止
し
た
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
三
〇
日
の
記
事
で
は
「
布
教
届
及
び
履
歴
書
中
不
完
全
の
廉
少
な
か
ら
ざ
る
に
よ
り
」
こ
の
届
出
は

却
下
さ
れ
、
書
き
直
し
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
に
宗
教
行
政
を
担
当
し
て
い
た
内
務
省
宗
教
局
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
東
京

朝
日
新
聞
の
九
月
二
四
日
に
、
次
の
よ
う
な
談
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　　
　

モ
ル
モ
ン
宗
と
内
務
省

　
　

�

モ
ル
モ
ン
宗
に
対
す
る
内
務
当
局
者
の
意
見
を
叩
き
し
に
目
下
評
議
中
な
れ
ば
何
れ
と
も
明
言
難
し
と
は
い
わ
れ
た
れ
ど
左
の
談
片

を
玩
味
せ
ば
我
当
局
者
の
意
向
も
精
知
す
る
を
得
ん
か
。
曰
く

　
　

�

△
一
夫
多
妻
は
彼
れ
の
教
義
な
り
。
彼
は
神
は
人
間
同
様
の
形
体
を
具
し
情
欲
を
有
し
且
つ
霊
能
を
有
す
る
も
の
な
り
故
に
人
に
し

て
多
く
の
人
を
作
る
は
神
意
に
合
う
な
り
と
説
け
る
由
。
合
衆
国
の
法
律
に
於
て
一
夫
多
妻
を
厳
禁
し
た
る
以
来
は
公
然
之
を
実
行

し
又
之
を
宣
布
す
る
者
な
き
も
事
実
に
於
て
は
今
猶
一
夫
多
妻
主
義
を
行
い
居
れ
り
と
聞
く
。
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�

△
元
来
布
教
を
為
す
に
届
出
を
要
し
教
会
堂
の
建
設
を
為
す
に
は
願
出
を
要
す
。（
三
十
二
年
内
務
省
令
第
四
十
一
号
）
彼
れ
は
未

だ
本
省
に
向
て
布
教
の
届
出
を
な
さ
ず
。
若
し
此
規
則
を
無
視
し
恣
に
布
教
す
る
等
の
事
あ
ら
ば
行
政
執
行
法
に
依
っ
て
直
ち
に
相

当
の
処
分
を
為
す
べ
く
、
相
当
の
手
続
を
経
て
布
教
に
従
事
す
る
も
其
説
く
所
我
国
の
安
寧
秩
序
を
妨
ぐ
る
の
恐
れ
あ
る
と
き
は
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

政
警
察
権
を
以
て
之
を
禁
止
し
若
し
く
は
解
散
せ
ん
の
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　
　

�

△
然
れ
ど
も
特
別
の
行
為
な
き
に
於
い
て
は
信
教
は
自
由
な
り
。
漫
然
た
る
推
測
を
以
て
之
を
禁
止
す
る
と
能
は
ざ
る
べ
し
云
々
。

（
傍
点
筆
者
）

　
　
【
東
京
朝
日
新
聞
明
治
三
四
年
九
月
二
十
四
日
】

こ
こ
か
ら
は
、
一
夫
多
妻
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
か
な
り
の
数
の
信
徒
が
ま
だ
一

夫
多
妻
を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
教
会
堂
の
建
築
に
関
し
て
許
可
を
届
け
出
て
い
な
い
こ
と
、「
我
国
の
安
寧
秩
序
を
妨
げ
る
な
ら
ば
」

警
察
権
を
持
っ
て
禁
止
、
解
散
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
未
だ
行
政
と
し
て
布

教
の
許
可
を
出
す
か
判
断
が
下
り
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
三
、
基
督
教
婦
人
矯
風
会
と
モ
ル
モ
ン
教

　

こ
こ
ま
で
、
モ
ル
モ
ン
教
の
動
き
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
こ
の
期
間

に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
中
で
、
直
接
モ
ル
モ
ン
教
の
布
教
を
禁
止
す
る
よ
う
に
意
見
書
を
提
出
し
た
キ
リ
ス
ト
教
団
の
動
向
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

当
時
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
木
下
尚
江
は
、
モ
ル
モ
ン
教
に
つ
い
て
厳
し
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
が（

（2
（

、
木
下
と
関
係
し
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211 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

て
い
た
「
基
督
教
婦
人
矯

キ
ョ
ウ

風フ
ウ
カ
イ会

」
が
、
内
務
省
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
、
日
本
婦
人
矯
風
会
会
頭
の
矢
島
楫
子
と
、
東
京
婦
人
矯
風
会
会
頭
の
瀬
田
千
勢
子
で
あ
る
。
矯
風
会
は
、

女
性
の
権
利
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
廃
娼
運
動
に
熱
心
な
団
体
で
あ
っ
た
。
モ
ル
モ
ン
教
は
廃
娼
運
動
な
ど
が
活
発
で
あ
っ
た

渦
中
に
日
本
に
来
日
し
て
お
り
、
こ
の
教
団
は
批
判
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。

　

矯
風
会
が
内
務
省
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
一
〇
月
九
日
で
、
後
述
す
る
内
務
省
の
秘
甲
第
一
八
四
号
が
出
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
。

内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
る
。

　
　

�

此
度
米
国
よ
り
グ
ラ
ン
ト
と
称
す
る
も
の
来
朝
い
た
し
モ
ル
モ
ン
と
称
す
る
宗
教
宣
布
の
許
可
出
願
い
た
し
候
趣
右
は
風
紀
を
汚
し

社
会
を
攪
乱
す
る
邪
宗
に
候
へ
ば
何
卒
布
教
御
許
可
な
き
様
閣
下
に
於
て
御
取
計
下
さ
れ
度
左
に
そ
の
理
由
開
陳
仕
候

　
　

�

第
一　

モ
ル
モ
ン
宗
は
一
夫
多
妻
の
悪
習
を
奨
励
す
る
宗
教
に
御
座
候
我
国
民
法
第
七
百
六
十
六
条
に
は
配
偶
者
ア
ル
者
ハ
重
子
テ

婚
姻
ヲ
為
ス
事
ヲ
得
ズ
と
あ
る
に
抵
触
致
す
こ
と
勿
論
に
御
座
候
加
之
彼
等
宗
徒
は
母
も
娘
も
同
時
に
同
一
の
男
子
を
夫
と
す
る
こ

と
を
さ
へ
禁
ぜ
ざ
る
由
多
妻
の
弊
も
茲
に
至
り
て
極
ま
れ
り
と
申
す
べ
く
倫
常
を
蔑
み
し
婦
人
を
軽
侮
す
る
野
蛮
の
所
為
真
に
悪
む

べ
き
も
の
と
存
候
間
宗
徒
は
十
年
以
前
一
夫
多
妻
の
風
習
を
廃
し
居
り
候
様
自
白
致
し
居
る
趣
に
は
候
得
共
是
れ
は
政
治
上
の
目
的

あ
り
て
暫
ら
く
世
を
欺
瞞
致
し
居
る
も
の
に
有
之
決
し
て
真
実
之
を
改
め
た
る
に
て
は
無
之
侯
現
に
モ
ル
モ
ン
宗
の
本
拠
た
る
合
衆

国
ユ
タ
州
に
は
別
居
の
多
妻
制
度
実
行
せ
ら
れ
て
合
衆
国
の
国
法
も
蹂
躙
致
さ
れ
居
候
越
に
御
座
候

　
　

�

第
二　

モ
ル
モ
ン
宗
の
教
制
を
聞
く
に
許
多
の
長
老
執
事
の
上
に
七
十
人
の
弟
子
な
る
も
の
あ
り
、
又
そ
の
上
に
十
二
の
使
徒
な
る

も
の
あ
り
更
に
其
上
に
無
限
圧
制
な
る
一
人
の
総
管
長
あ
り
此
の
総
長
は
殆
ん
ど
神
の
如
く
敬
は
れ
驚
く
べ
き
勢
力
あ
り
て
其
下
級

僧
侶
は
勿
論
一
般
信
徒
は
何
事
も
之
に
盲
従
せ
さ
る
を
得
ず
モ
ル
モ
ン
宗
成
功
の
秘
訣
は
茲
に
あ
る
も
の
な
る
と
共
に
亦
そ
の
恐
る

⑦杉内先生.indd   211 2016/02/20   16:04:58



212明治中期の宗教行政と外来系新宗教

べ
き
点
も
茲
に
あ
る
も
の
の
由
に
御
座
候
即
ち
比
の
総
管
長
は
只
宗
教
土
の
大
権
だ
け
を
握
れ
る
も
の
に
て
は
無
之
政
治
上
、
財
政

上
、
社
会
上
、
事
業
上
一
切
の
総
轄
者
に
し
て
取
り
も
直
さ
ず
彼
れ
は
モ
ル
モ
ン
信
徒
の
王
た
り
信
徒
は
彼
れ
の
臣
民
た
り
随
っ
て

そ
の
一
致
結
合
の
勢
力
を
恃
み
屡
々
合
衆
国
政
府
を
悩
ま
し
隠
然
一
国
家
の
観
を
呈
し
居
る
こ
と
に
御
座
候
さ
れ
ば
今
後
彼
等
に
し

て
我
国
に
於
て
勢
力
を
得
る
こ
と
有
之
候
は
ば
行
政
上
由
々
し
き
大
事
を
惹
き
起
し
可
申
与
と
存
候

　
　

�

第
三　

モ
ル
モ
ン
宗
徒
は
目
的
を
達
す
る
た
め
に
は
如
何
な
る
手
段
を
取
る
も
選
ぶ
所
に
あ
ら
ず
目
的
吉
へ
善
く
ば
手
段
は
之
が
た

め
に
神
聖
と
な
る
と
の
意
見
を
有
し
随
分
血
を
流
し
人
を
殺
す
を
辞
せ
ず
一
千
八
百
五
十
七
年
に
は
百
三
十
六
人
の
移
民
彼
等
の
兇

手
に
殲
殺
せ
ら
れ
た
る
こ
と
も
有
之
趣
に
御
座
候
私
共
之
を
開
き
て
只
管
戦
粟マ

マ

の
外
無
之
侯

　
　

�

第
四　

モ
ル
モ
ン
宗
宣
教
師
等
は
欧
洲
地
方
に
赴
き
て
ユ
タ
州
の
富
饒
を
説
き
先
づ
そ
の
愛
国
心
を
動
揺
せ
し
め
然
る
後
ち
社
会
の

制
裁
や
ら
国
法
の
束
縛
に
て
信
教
の
自
由
を
得
ざ
る
も
の
を
唆
か
し
て
該
州
へ
移
住
せ
し
め
候
趣
き
就
て
は
今
後
若
し
我
国
に
布
教

致
候
こ
と
と
も
相
成
候
は
ば
臣
民
の
忠
良
な
る
精
神
を
害
す
る
こ
と
大
な
る
べ
し
と
存
候

　
　

�

以
上
四
項
た
と
ひ
其
一
あ
る
も
布
教
禁
止
の
理
由
と
し
て
充
分
な
る
も
の
に
候
然
る
に
此
の
四
項
を
備
へ
候
上
は
是
非
と
も
禁
止
す

べ
き
も
の
と
存
候
政
府
は
現
在
の
邪
教
淫
祠
に
対
し
て
も
今
後
更
に
厳
重
の
御
取
締
を
御
加
へ
な
さ
れ
候
御
意
向
の
由
聞
き
及
び
候

此
際
外
来
の
邪
教
に
は
一
歩
も
御
覧
仮
な
く
御
禁
止
有
之
度
右
モ
ル
モ
ン
宗
は
開
宗
以
来
僅
々
六
十
有
余
年
に
し
て
三
十
万
人
の
信

徒
を
有
す
る
に
至
り
し
ほ
ど
蔓
延
速
か
な
る
宗
教
な
れ
ば
嫩
葉
の
内
に
摘
ま
ざ
れ
ば
斧
を
用
ふ
る
の
悔
も
あ
ら
ん
か
と
杷
憂
い
た
し

候
何
卒
右
の
趣
意
御
採
納
有
之
度
我
等
会
員
一
同
に
代
り
て
奉
懇
願
候
也

　
　

明
治
三
十
四
年
十
月
九
日

�

日
本
婦
人
矯
風
会
会
頭　

矢
島
楫
子

�

東
京
婦
人
矯
風
会
会
頭　

瀬
田
千
勢
子
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213 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

�

内
務
大
臣
男
爵
内
海
忠
勝
殿

　
　
【『
婦
人
新
報
』
明
治
三
四
年
一
〇
月
二
五
日
発
行
第
五
四
号（

（2
（

】

　

右
の
意
見
書
か
ら
は
、
①
一
夫
多
妻
の
教
義
②
大
管
長
の
持
つ
絶
対
的
権
力
へ
の
忠
誠
③
ア
メ
リ
カ
で
政
府
を
相
手
に
戦
争
を
行
っ
た

こ
と
（
ユ
タ
戦
争
）
④
ユ
タ
州
へ
の
移
民
を
勧
め
る
こ
と
の
四
点
が
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
後
述
す
る
内
務

省
の
通
牒
秘
甲
第
一
八
四
号
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。「
秘
甲
第
一
八
四
号
」
を
引
用
し
た
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
問
題
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
を
提
供
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

意
見
書
は
、
内
務
総
務
長
官
の
大
森
鍾
一
に
提
出
さ
れ
た
。
矯
風
会
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
森
は
「
同
省
に
於
い
て
も
目
下
同
教
に
就

て
研
究
中
な
る
と
、
該
宗
教
に
対
す
る
合
衆
国
法
律
に
従
い
て
一
夫
多
妻
を
公
言
せ
ざ
れ
ば
、
政
府
が
宗
教
に
対
す
る
一
般
方
針
と
し
て

直
ち
に
禁
止
す
る
と
能
は
ざ
る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
〇
月
一
一
日
に
は
、
神
奈
川
県
知
事
に
、
横
浜
婦
人
矯
風
会
会
頭
渡

辺
は
る
子
に
よ
っ
て
同
一
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

矯
風
会
に
よ
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
モ
ル
モ
ン
教
宣
教
師
の
グ
ラ
ン
ト
も
把
握
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
〇
月
一
〇
日
の
グ
ラ
ン

ト
の
日
記
に
は
、「
日
本
の
指
導
的
女
性
の
一
部
が
内
務
省
に
請
願
書
を
出
し
、
私
た
ち
が
こ
の
国
で
布
教
活
動
を
行
う
の
を
禁
じ
る
よ

う
に
要
請
し
た
こ
と
を
知
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
矯
風
会
の
活
動
の
最
中
、
既
に
内
務
省
宗
教
局
と
警
保
局
に
よ
る
モ
ル
モ
ン
教
の
偵
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

内
務
省
の
取
締
り
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
矯
風
会
側
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
二
月
二
五
日
発
行
の
『
婦
人
新

報
』
で
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
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214明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　
　

�

先
き
に
我
等
、
モ
ル
モ
ン
宗
に
関
す
る
数
カ
条
の
害
毒
を
挙
げ
、
之
を
内
務
大
臣
と
神
奈
川
県
知
事
と
に
提
出
し
置
き
た
り
し
が
、

神
奈
川
県
知
事
は
此
程
に
至
り
、
遂
に
一
夫
多
妻
主
義
を
棄
つ
べ
し
と
の
条
件
付
き
に
て
、
該
宗
の
布
教
届
け
を
受
理
せ
り
と
い
ふ
。

　
　

�
事
既
に
茲
に
至
り
た
る
以
上
は
、
我
等
今
後
の
覚
悟
は
、
飽
く
ま
で
モ
ル
モ
ン
宗
と
戦
う
に
あ
る
の
み
。
我
等
は
注
意
し
て
、
彼
の

徒
の
挙
動
を
監
視
し
、
機
を
見
て
動
く
所
あ
る
を
要
す
。
奮
へ
我
が
会
員
よ
、
敵
は
既
に
政
府
の
受
理
て
ふ
一
の
地
理
を
占
め
た
る

ぞ
か
し
。
今
に
し
て
思
へ
ば
、
我
等
が
政
府
に
依
頼
し
て
、
以
て
そ
の
布
教
を
阻
止
せ
ん
と
し
た
り
し
と
は
、
或
ひ
は
余
り
偸
安
の

所
為
な
り
し
や
も
、
ま
た
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
【『
婦
人
新
報
』
明
治
三
四
年
一
二
月
二
五
日
発
行
第
五
六
号（

（2
（

】

　

こ
の
後
、
矯
風
会
は
モ
ル
モ
ン
教
に
対
す
る
監
視
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、

矯
風
会
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
系
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
団
体
が
、「
一
夫
多
妻
」
で
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
モ
ル
モ
ン
教
を
目
の
敵
に
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
四
、
内
務
省
の
モ
ル
モ
ン
教
へ
の
対
応

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
伝
来
当
初
の
モ
ル
モ
ン
教
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
キ
リ
ス
ト
教
団
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ

う
。
次
に
内
務
省
宗
教
局
の
内
部
資
料
を
基
に
、
モ
ル
モ
ン
教
対
策
の
実
態
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
当
時
の
内
務
省
宗
教

局
は
、
モ
ル
モ
ン
教
に
対
し
、
通
牒
秘
甲
第
一
三
八
号
を
発
し
、
警
保
局
に
対
し
次
の
よ
う
に
偵
察
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　
　

秘
甲
第
一
三
八
号（

（3
（
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�

今
般
モ
ル
モ
ン
宗
教
師
「
ヘ
ー
バ
ー
、
ジ
エ
ー
、
グ
ラ
ン
ト
」
ナ
ル
者
本
邦
ヘ
布
教
之
目
的
ヲ
以
テ
「
エ
ル
、
エ
ー
、
ケ
ル
ス
チ
」

「
エ
ー
、
オ
ン
、
テ
ー
ラ
ー
」「
エ
ッ
チ
、
エ
ス
、
イ
ン
サ
イ
ン
」
ナ
ル
三
名
ノ
教
師
ヲ
随
ヘ
米
国
ヨ
リ
渡
来
シ
目
下
横
浜
ニ
滞
在
之

趣
ニ
有
之
候
処
同
宗
布
教
ニ
関
シ
テ
ハ
特
ニ
厳
密
視
察
之
必
要
有
之
候
条
同
宗
教
師
ニ
シ
テ
貴
官
下
ニ
罷
越
候
際
ハ
其
行
動
ハ
勿
論

布
教
之
方
法
説
教
之
要
旨
等
細
密
御
偵
察
之
上
至
急
御
内
報
有
之
度
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　

明
治
三
十
四
年
八
月
廿
四
日

　

右
の
通
牒
で
は
、
モ
ル
モ
ン
教
の
四
人
の
宣
教
師
の
行
動
、
布
教
方
法
、
説
教
の
要
旨
な
ど
を
細
密
に
偵
察
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て

い
る
。
宣
教
師
達
は
、
横
浜
の
ホ
テ
ル
か
ら
動
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
新
聞
、
知
識
人
に
よ
る
訪
問
を
受
け
て
い
た
。
九
月

三
〇
日
に
神
奈
川
県
知
事
に
布
教
届
が
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
許
可
は
出
な
か
っ
た
が
、
こ
の
間
も
偵
察
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
〇
月
一
九
日
に
は
警
保
局
、
宗
教
局
の
両
局
長
名
義
で
、
新
た
に
秘
甲
第
一
八
四
号
を
通
牒
し
て
い
る
。

　
　

秘
甲
第
一
八
四
号（

（3
（

　
　

�

モ
ル
モ
ン
宗
布
教
ノ
儀
ニ
関
シ
テ
ハ
本
年
八
月
二
十
四
日
付
秘
甲
第
一
三
八
号
依
命
通
牒
ノ
次
第
モ
有
之
候
処
九
月
三
十
日
付
ヲ
以

テ
同
宗
宣
教
師
米
国
人
ヘ
ツ
バ
ー
、
ジ
ェ
ー
、
グ
ラ
ン
ト
外
三
名
ヨ
リ
布
教
届
ヲ
神
奈
川
県
知
事
ニ
提
出
致
候
就
テ
ハ
同
教
師
等
ニ

シ
テ
貴
管
下
ニ
罷
越
候
際
ハ
八
月
二
十
四
日
付
秘
甲
第
一
三
八
号
通
牒
ノ
通
其
行
動
ハ
勿
論
布
教
ノ
方
法
説
教
ノ
要
旨
詳
細
御
偵
察

相
成
殊
ニ
其
公
衆
ヲ
会
同
シ
布
教
ス
ル
場
合
ニ
ア
リ
テ
ハ
其
情
況
ハ
勿
論
可
成
詳
密
ニ
其
演
説
ヲ
筆
記
セ
シ
メ
個
人
訪
問
伝
道
ノ
場

合
ニ
ア
リ
テ
ハ
其
説
話
ノ
要
旨
並
ニ
其
情
況
等
速
ニ
御
報
告
相
成
度
又
布
教
ノ
方
法
ト
シ
テ
小
冊
子
等
ヲ
配
付
ス
ル
場
合
ニ
ア
リ
テ

ハ
出
版
法
規
定
ノ
手
続
ヲ
履
行
シ
居
ル
ヤ
否
ヤ
、
其
説
教
所
講
義
所
等
ヲ
設
置
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ニ
ハ
三
十
二
年
当
省
令
第
四
十
一
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号
ニ
反
ス
ル
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
等
厳
重
監
視
シ
充
分
御
取
締
有
之
候
様
致
度
為
御
参
考
別
紙
宣
教
届
写
相
添
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　

明
治
三
十
四
年
十
月
十
九
日

�

内
務
省
宗
教
局
長
斯
波
淳
六
郎

�

内
務
省
警
保
局
長
鈴
木
定
道　

　

右
の
文
書
に
は
、
通
牒
秘
甲
第
一
三
八
号
を
基
に
、
詳
細
な
偵
察
を
行
う
よ
う
に
述
べ
、
特
に
次
の
三
点
に
注
意
す
る
よ
う
に
通
牒
し

て
い
る
。

　
　

追
テ
彼
等
ノ
布
教
ニ
付
テ
ハ
其
直
接
ト
間
接
ト
ヲ
問
ハ
ス
殊
ニ
左
記
ノ
点
御
注
意
相
成
度

　
　

一　

一
夫
多
妻
ヲ
勧
説
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否
ヤ

　
　

一　

�

彼
等
ノ
宗プ

レ
ジ

長デ
ン
ト

タ
ル
モ
ノ
、
宗
旨
上
並
ニ
政
治
上
ノ
無
限
権
力
ヲ
説
キ
テ
国
法
ヲ
無
視
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否
ヤ

　
　

一　

彼
等
ノ
根
拠
地
タ
ル
米
国
ユ
ー
タ
ー
州
ニ
移
住
ヲ
勧
説
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否
ヤ

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
内
務
省
は
、
①
モ
ル
モ
ン
教
が
一
夫
多
妻
を
認
め
る
言
説
を
す
る
こ
と
、
②
大
管
長
の
権
力
を
絶
対
と
し
て
日

本
の
法
律
を
無
視
す
る
こ
と
、
③
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
州
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
移
民
勧
誘
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
強
く
警
戒
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
内
容
は
先
述
し
た
矯
風
会
の
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
一
夫
多
妻
ヲ
勧
説
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否

ヤ
」「
彼
等
ノ
宗プ

レ
ジ
デ
ン
ト長

タ
ル
モ
ノ
、
宗
旨
上
並
ニ
政
治
上
ノ
無
限
権
力
ヲ
説
キ
テ
国
法
ヲ
無
視
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
」「
彼
等
ノ
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根
拠
地
タ
ル
米
国
ユ
ー
タ
ー
州
ニ
移
住
ヲ
勧
説
ス
ト
認
ム
ヘ
キ
点
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
」
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
内
務
省
警
保
局
に
よ
る
偵
察
か
ら
は
、
特
に
問
題
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
日
本
各
地
へ
の
伝
道
活
動
が
行
わ
れ
て

い
く
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
内
務
省
に
よ
る
警
戒
は
し
ば
ら
く
続
い
て
お
り
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
調
査
成
果
を
ま
と
め
た

報
告
書
が
内
務
大
臣
桂
太
郎
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
は
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
」
と
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
、
か
な
り

詳
細
な
調
査
報
告
が
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
当
該
資
料
は
、
次
の
文
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
、

　
　

�

本
書
ハ
「
ゼ
ー
、
チ
ヤ
ー
チ
、
オ
フ
、
ゼ
サ
ス
、
ク
ラ
イ
ス
ト
、
オ
フ
、
ラ
ツ
タ
ー
、
デ
ー
、
セ
イ
ン
ツ
」（
通
常
「
モ
ル
モ
ン
」

宗
ト
称
ス
）
ニ
関
ス
ル
書
籍
冊
子
等
ニ
就
キ
要
ヲ
摘
ミ
称
譯
補
綴
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
敢
テ
之
ヲ
以
テ
「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ノ
性
質
を

論
断
セ
ン
ト
ヲ
試
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
只
参
考
ニ
一
端
ニ
資
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
ミ

　

続
い
て
、
各
項
目
の
説
明
に
入
る
。
内
容
は
、
第
一
に
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ノ
組
織
等
概
要
」、
第
二
に
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
信
仰
箇
条
」、

第
三
に
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ニ
対
ス
ル
非
難
一
般
」、
第
四
に
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ニ
関
シ
北
米
合
衆
国
政
府
ト
外
国
駐
在
外
交
官
ト
ノ
往

復
文
書
」
と
い
っ
た
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
内
容
を
詳
細
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

第
一
の
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ノ
組
織
等
概
要
」
で
は
、「
全
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
宗プ

レ
ジ

長デ
ン
ト

ト
云
ヒ
二
人
ノ
顧カ

ウ
ン
シ
ル問

ア
リ
テ
之
ヲ
補
翼
ス
其

下
ニ
十
二
使
徒
、
七
十
弟
子
、
高
僧
、
監
督
、
長
老
、
執
事
、
教
師
、
ア
リ
此
等
ノ
徒
一
団
ヲ
ナ
シ
宗
長
ノ
専
制
主
義
ヲ
組
成
ス
」
と
当

時
の
モ
ル
モ
ン
教
の
組
織
構
造
を
説
明
し
、
伝
道
に
従
事
す
る
宣
教
師
の
詳
細
な
実
態
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
改
宗
者
を
得

る
方
法
と
し
て
は
「
其
ノ
地
方
ニ
於
テ
戸
々
ヲ
歴
訪
シ
テ
、
モ
ル
モ
ン
宗
伝
道
師
タ
ル
コ
ト
ヲ
告
ケ
テ
其
信
仰
条
目
ノ
簡
単
ニ
印
刷
サ
レ

シ
小
冊
子
ヲ
与
フ
后
一
定
ノ
時
日
ヲ
経
過
シ
再
ヒ
各
戸
ヲ
訪
問
シ
教
理
ヲ
詳
細
密
ニ
記
シ
タ
ル
第
二
ノ
小
冊
子
ヲ
与
フ
ル
ヨ
リ
而
シ
テ
第
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二
回
訪
問
ノ
際
ニ
於
テ
、
モ
ル
モ
ン
宗
ニ
対
シ
毫
モ
注
意
セ
サ
ル
者
ニ
ハ
爾
後
再
ヒ
近
ツ
ク
コ
ト
ナ
シ
」
と
あ
り
、
当
時
は
戸
別
訪
問
に

よ
る
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
戸
別
訪
問
は
、
全
世
界
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
街
頭
伝
道
と
共
に
モ
ル
モ

ン
教
の
重
要
な
伝
道
手
段
と
し
て
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
信
仰
箇
条
」
は
、
原
典
英
語
の
翻
訳
が
か
な
り
忠
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
「
十
三
の
信
仰
箇
条
」

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
筆
す
べ
き
点
は
特
に
な
い
。

　

第
三
の
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ニ
対
ス
ル
非
難
一
般
」
に
は
、
十
五
個
の
非
難
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
モ
ル
モ
ン
教
が

「
他
の
教
派
を
認
め
て
い
な
い
事
」
や
、「
ス
ミ
ス
を
神
の
預
言
者
と
し
て
い
る
」
こ
と
、「
人
が
神
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
教
義

が
あ
る
」
こ
と
、「
神
が
人
の
形
を
し
て
い
る
」
こ
と
、「
モ
ル
モ
ン
書
を
経
典
と
し
て
信
じ
て
い
る
」
こ
と
、「
代
理
洗
礼
（
死
者
の
た

め
の
バ
プ
テ
ス
マ
）
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
、
当
時
の
モ
ル
モ
ン
教
に
対
す
る
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
報

告
で
は
、
特
に
海
外
に
お
い
て
「
僧
侶
制
度
」「
多
妻
主
義
」
の
二
点
が
批
判
の
中
心
と
さ
れ
て
い
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
「
僧
侶
制
度
」
に
関
し
て
は
、「（
一
）
政
教
一
致
を
企
画
シ
（
二
）
宗
長
の
絶
対
無
限
ノ
権
力
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
」
が
批
判
の
対
象
と
さ

れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、「
開
祖
「
ス
ミ
ス
」
ノ
真
ノ
目
的
ハ
宗
教
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
政
治
ニ
在
リ
宗
教
ヲ
説
ク
ハ
其
最
終
ノ
目
的
ニ
ア

ラ
ス
シ
テ
米
国
ニ
一
王
国
ヲ
建
設
ス
ル
ハ
彼
ノ
真
意
タ
リ
シ
」
と
し
て
お
り
、
ミ
ズ
ー
リ
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
神
聖
政
治
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

報
告
に
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
ミ
ス
の
次
に
大
管
長
と
な
っ
た
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
が
移
民
の
誘
致
を
行
い
、「
宗
教
上
ノ
権
力
ト
政
治

上
ノ
権
力
ト
ヲ
合
致
セ
シ
メ
テ
」
ユ
タ
州
の
開
拓
を
進
め
た
こ
と
や
、
十
分
の
一
献
金
を
課
し
て
、
そ
の
資
金
力
か
ら
州
内
の
行
政
機
関

や
司
法
機
関
を
モ
ル
モ
ン
教
徒
の
手
に
収
め
た
こ
と
、
独
自
の
軍
隊
を
組
織
し
た
こ
と
な
ど
も
批
判
の
要
因
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
管

長
の
権
力
が
「
実
ニ
絶
対
無
限
ナ
リ
其
及
フ
所
独
リ
宗
教
上
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
政
治
上
経
済
上
人
事
百
般
ノ
コ
ト
凡
テ
及
ハ
サ
ル
所
ナ
シ
」
と
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し
て
、「
要
ス
ル
ニ
「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ハ
政
教
一
致
ノ
主
義
ト
シ
宗
長
絶
対
無
限
ノ
権
力
ヲ
統
フ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
ハ
批
評
家
ノ
殆
ト
一
致

ス
ル
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
「
多
妻
主
義
」
に
関
し
て
の
批
判
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
ル
モ
ン
教
の
「
一
夫
多
妻
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
が
一
八
三
八

年
に
数
人
の
婦
人
と
同
棲
し
て
お
り
、
一
八
四
三
年
に
教
義
と
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
新
聞
で
批
判
さ
れ
た
際
、
新
聞
社
を
焼
き
討

ち
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
は
秘
密
行
わ
れ
て
き
た
が
、
ユ
タ
州
に
ヤ
ン
グ
が
一
八
五
二
年
に
教
義
を
復
活

さ
せ
、
ヤ
ン
グ
自
身
一
三
人
の
妻
と
七
〇
人
の
子
供
が
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
「
エ
ド
モ
ン
ド
・
タ
ッ
カ
ー
法
」
に
よ
り
、
管
長
の
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
ラ
フ
が
「
一
夫
多
妻
」

を
公
式
に
否
定
し
た
と
す
る
宣
言
書
が
記
述
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
以
降
は
「
一
夫
多
妻
」
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
何
名
か
の
信
徒
が
引
き
続
き
ｌ
「
一
夫
多
妻
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

第
四
の
「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
ニ
関
シ
北
米
合
衆
国
政
府
ト
外
国
駐
在
外
交
官
ト
ノ
往
復
文
書
」
で
は
、
世
界
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
駐
在

官
に
よ
る
報
告
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
丁
抹
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
）、
独
逸
国
（
ド
イ
ツ
）、
瑞
西
国
（
ス
イ
ス
）
な
ど
の

駐
在
外
交
官
か
ら
、
各
国
で
の
伝
道
活
動
や
、
国
外
退
去
に
な
っ
た
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
に
、
内
務
省
は
詳
細
な
調
査
を
行
い
つ
つ
、「
一
夫
多
妻
」
や
「
移
民
の
勧
誘
」
を
問
題
視
し
、
か
な

り
警
戒
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
モ
ル
モ
ン
教
は
東
京
の
築
地
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
に
伝
道
部
を
移
転
し
、
そ

の
後
日
本
各
地
へ
の
伝
道
が
開
始
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
年
に
は
排
日
移
民
法
や
伝
道
活
動
の
失
敗
に
よ

り
、
日
本
か
ら
撤
退
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
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220明治中期の宗教行政と外来系新宗教

　
　
　
　
ま
と
め

　

最
後
に
、
モ
ル
モ
ン
教
の
事
例
か
ら
、
明
治
中
期
の
国
家
体
制
下
に
お
け
る
宗
教
の
関
係
を
、「
共
存
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
て
み

た
い
。

　

日
本
の
宗
教
行
政
の
流
れ
を
考
え
る
上
で
、
キ
リ
ス
ト
教
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
近
代
国
家
と
し
て
大
日

本
帝
国
憲
法
の
発
布
や
内
地
雑
居
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
内
務
省
令
第
四
一
号
に
よ
っ

て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
行
政
の
対
象
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
無
論
、
無
条
件
の
信
教
の
自
由
が
許
さ
れ
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は

新
宗
教
な
ど
と
同
様
に
「
安
寧
秩
序
を
妨
げ
ぬ
限
り
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
限
定
的
な
自
由
で
は
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
中

で
、
外
来
系
の
新
宗
教
と
し
て
日
本
へ
の
伝
道
を
始
め
た
モ
ル
モ
ン
教
は
、
日
本
の
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
否
定
さ
れ
、
そ
の
中
の
矯

風
会
は
内
務
省
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。
意
見
書
の
内
容
は
、
モ
ル
モ
ン
教
の
布
教
を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
、
①
一
夫
多
妻
の
教
義
②

大
管
長
の
持
つ
絶
対
的
権
力
へ
の
忠
誠
③
ア
メ
リ
カ
で
政
府
相
手
に
戦
争
を
行
っ
た
こ
と
（
ユ
タ
戦
争
）
④
ユ
タ
州
へ
の
移
民
を
勧
め
る

こ
と
に
あ
っ
た
。

　

矯
風
会
の
動
き
と
は
別
に
、
内
務
省
宗
教
局
は
警
保
局
と
共
に
モ
ル
モ
ン
教
の
偵
察
を
行
い
、
通
牒
秘
甲
一
三
八
号
と
秘
甲
第
一
八
四

号
を
出
し
、
①
一
夫
多
妻
の
教
義
の
流
布
②
大
管
長
を
優
先
し
国
法
を
守
ら
ぬ
こ
と
③
移
民
の
勧
誘
の
恐
れ
、
の
三
点
が
国
家
の
「
安
寧

秩
序
」
を
乱
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
警
戒
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
矯
風
会
側
に
よ
る
意
見
書
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
特
別
に
問
題
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
神
奈
川
県
知
事
に
よ
っ
て
布
教
許
可
が
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後

も
警
戒
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、「「
モ
ル
モ
ン
」
宗
」
と
い
う
緻
密
な
報
告
書
が
内
務
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
る
。
報
告
書
に
は
、
当
時
の
モ

ル
モ
ン
教
会
の
組
織
構
造
や
、
信
仰
箇
条
、
歴
史
や
教
義
を
海
外
の
資
料
を
基
に
綿
密
な
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
駐
在
外
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221 明治中期の宗教行政と外来系新宗教

交
官
か
ら
多
く
の
情
報
を
取
得
し
て
お
り
、
内
務
省
側
は
各
国
の
モ
ル
モ
ン
教
の
伝
道
活
動
に
つ
い
て
か
な
り
正
確
に
把
握
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
中
期
の
日
本
社
会
に
お
い
て
モ
ル
モ
ン
教
が
警
戒
さ
れ
た
理
由
は
、「
一
夫
多
妻
と
い
う
教
義
」
の
問
題
、「
大
管
長
を
優
先
し
た

国
法
の
否
定
」、「
移
民
の
斡
旋
」
に
あ
っ
た
と
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
内
務
省
の
調
査
に
よ
っ
て
問
題
が
無
い

と
し
て
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
伝
道
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ル
モ
ン
教
が
日
本
社
会
に
お
け
る

「
安
寧
秩
序
」
観
に
合
致
で
き
な
い
教
義
が
あ
る
と
い
う
恐
れ
は
、
内
務
省
の
偵
察
で
そ
の
問
題
が
払
拭
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家

は
モ
ル
モ
ン
教
の
伝
道
活
動
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
道
開
始
時
の
モ
ル
モ
ン
教
が
メ
デ
ィ
ア
及
び
矯
風
会
の
よ
う
な

反
モ
ル
モ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
に
よ
る
反
対
運
動
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
宗
教
行
政
に
よ
っ
て
一
旦
許
可
が
為
さ
れ
れ
ば
正
式
に
伝
道
活

動
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
モ
ル
モ
ン
教
の
事
例
か
ら
窺
い
知
れ
る
が
如
く
、
明
治
中
期
の
国
家
体
制
下
に
お

け
る
宗
教
の
「
共
存
関
係
」
を
構
築
す
る
必
要
条
件
の
一
つ
に
法
的
条
件
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

モ
ル
モ
ン
教
の
よ
う
な
外
来
系
新
宗
教
教
団
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
内
に
お
い
て
は
法
律
に
よ
る
保
証
の
下
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
を
は

じ
め
と
す
る
諸
宗
教
と
の
共
存
が
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

無
論
、
こ
う
し
た
事
例
は
、
国
内
の
他
の
新
宗
教
と
比
較
や
、
大
正
、
昭
和
期
と
い
う
社
会
的
な
変
化
に
伴
う
宗
教
行
政
の
変
容
に
つ

い
て
の
検
討
を
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑦杉内先生.indd   221 2016/02/20   16:04:59



222明治中期の宗教行政と外来系新宗教

　
　
註

　
（
１
）�　
「
外
来
系
新
宗
教
」「
キ
リ
ス
ト
教
系
新
宗
教
」
な
ど
、
モ
ル
モ
ン
教
、
エ
ホ
バ
の
証
人
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
教
団
は
は
包
括

す
る
呼
称
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、『
新
宗
教
事
典
』
の
「
外
来
の
新
宗
教
」
の
区
分
を
参
考
と
す
る
（
井
上
順
孝
他
編
『
新
宗
教
事
典
』

弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
六
五
七
―
六
五
八
頁
参
照
）。
外
来
系
新
宗
教
は
、
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
①
ア
メ
リ
カ
系
…
モ
ル
モ
ン
教
、
エ
ホ
バ

の
証
人
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
、
セ
ブ
ン
ズ
デ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
②
イ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
系
…
ク
リ
シ
ュ
ナ
意
識
国
際
協
会
、
国
際
Ｔ

Ｍ
協
会
、
シ
ッ
ダ
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
③
韓
国
系
…
世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
な
ど
④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
…
ラ
エ
リ
ア
ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系
な
ど
。

　
（
２
）�　

古
沢
広
祐
に
よ
れ
ば
、
共
存
と
は
「
多
様
な
人
間
集
団
（
地
域
社
会
、
国
家
、
国
際
社
会
）
の
存
在
様
式
に
お
い
て
、
敵
対
的
関
係
（
他
者
の
否
認
）

で
は
な
く
、
互
い
に
存
在
を
受
け
入
れ
（
存
在
受
容
）、
関
係
性
を
維
持
し
つ
つ
多
様
性
構
築
の
可
能
性
を
保
持
す
る
様
態
」
で
あ
る
と
す
る
（
古
沢

広
祐
編
『
共
存
学
：
文
化
・
社
会
の
多
様
性
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）。

　
（
３
）�　

教
会
の
公
式
発
表
で
は
、
二
〇
一
五
年
現
在
の
日
本
人
信
徒
数
は
一
二
万
七
六
三
五
人
で
、
世
界
の
教
会
員
数
は
一
五
三
七
万
二
三
三
七
人
と
な
っ

て
い
る
。http://w

w
w
.m

orm
onnew

s.jp/%
E4%

BA
%
8B%

E5%
A
E%

9F%
E3%

81%
A
8%

E7%
B5%

B1%
E8%

A
8%

88

参
照

　
（
４
）�　

日
本
で
の
展
開
は
、
次
の
五
つ
の
時
代
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
期
（
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
～
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
伝

道
開
始
時
か
ら
伝
道
部
閉
鎖
ま
で
、
中
断
期
（
一
九
二
四
（ 

大
正
一
四
）
年
～
一
九
四
六
（
昭
和
二
二
）
年
）
は
伝
道
部
閉
鎖
か
ら
戦
後
伝
道
が
復

活
す
る
ま
で
、
再
開
期
（
一
九
四
七
（
昭
和
二
三
）
年
～
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
）
は
再
伝
道
か
ら
各
地
の
伝
道
部
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
、
発

展
期
（
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
～
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
）
は
ワ
ー
ド
・
ス
テ
ー
ク
な
ど
の
組
織
化
や
大
阪
万
国
博
覧
会
で
の
モ
ル
モ
ン

パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
ま
で
、
安
定
期
（
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
～
現
在
）
は
信
徒
数
の
増
加
が
一
定
と
な
り
、
二
世
信
徒
が
増
加
し
て
き
た
時
期

か
ら
現
在
ま
で
と
な
る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
は
比
較
的
多
く
の
信
徒
数
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
な
り
二
世
・
三
世
教
会
員
が
増
え
て

い
る
と
み
ら
れ
、次
世
代
へ
の
信
仰
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、あ
る
程
度
日
本
で
は
定
着
し
た
教
会
と
考
え
ら
れ
る
（
杉
内
寛
幸
「
戦

前
に
お
け
る
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
の
日
本
布
教
と
キ
リ
ス
ト
界
の
反
応
」『
神
道
研
究
集
録
』
大
学
院
大
学
研
究
科
神
道
学
・
宗
教
学

専
攻
、
二
〇
一
五
年
）。
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223 明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　
（
５
）�　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
、
高
木
信
二
『
日
本
末
日
聖
徒
史1850

―1980

年
』
ビ
ー
ハ
イ
ブ
出
版
、
一
九
九
六
年
。

　
（
６
）�　

日
本
伝
道
一
〇
〇
周
年
実
行
委
員
会
編
『
世
紀
を
越
え
て
―
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
伝
道
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
教
会
、
二
〇
〇
二
年
。

　
（
７
）�　M

urray L. N
ichole

「H
IST

O
RY

 O
F JA

PA
N
 M

ISSIO
N
 O

F T
H
E CH

U
RCH

 O
F JESU

S CH
RIST

 O
F LA

T
T
ER-D

A
Y
 SA

IN
T
S 

1901-1924
」BY

U

、1957

年

　
（
８
）�　Reid L. N

eilson 『Early M
orm

on M
issionary A

ctivities in Japan, 1901-1924

』U
niv of U

tah Pr （T

）、2010

年

　
（
９
）�　

小
川
原
正
道
『
日
本
の
戦
争
と
宗
教1899

―1945

』
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
。

　
（
10
）�　

慶
応
四
年
三
月
の
立
て
札
に
は
、「
一
切
支
丹
邪
宗
門
ノ
儀
ハ
堅
ク
御
制
禁
タ
リ
若
不
審
ナ
ル
者
之
ハ
其
筋
之
役
所
へ
可
申
出
御
褒
美
可
被
下
事　

慶
応
四
年
三
月　

太
政
官
」
と
い
う
立
て
札
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
立
て
札
は
「
切
支
丹
」
と
「
邪
宗
門
」
が
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
か
ら
、「
一
切
支
丹

邪
宗
門
ノ
儀
ハ
是
迄
御
制
禁
ノ
通
固
ク
相
守
事　

一
邪
宗
門
ノ
儀
ハ
固
ク
禁
止
候
事　

慶
応
四
年
三
月　

太
政
官
」
と
変
更
さ
れ
る
。

　
（
11
）�　

安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
編
『
日
本
近
代
思
想
大
系
五　

宗
教
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
四
三
一
頁
。

　
（
12
）�　

井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編　

新
田
均
「
明
治
憲
法
制
定
期
の
宗
教
関
係
」『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』
第
一
書
房
、
一
九
八
七
年　

一
八
五
頁

　
（
13
）�　

伊
藤
博
文
『
帝
國
憲
法
義
解
』
國
家
學
會
、
一
八
八
九
年　

四
一
頁
。

　
（
14
）�　

前
掲
、
同
『
帝
國
憲
法
義
解
』
四
一
―
四
二
頁
。

　
（
15
）�　

小
川
原
は
、
内
地
雑
居
に
伴
う
仏
教
の
反
発
に
つ
い
て
、
資
金
力
の
豊
富
な
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
道
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
勢
力
が
拡
大
さ
れ
る

こ
と
を
危
険
視
し
て
い
た
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
論
を
盛
ん
に
唱
え
て
い
た
と
す
る
（
前
掲
、『
日
本
の
戦
争
と
宗
教1899

―1945

』
講
談
社
、

二
〇
一
四
年　

一
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
内
務
省
は
あ
く
ま
で
外
交
上
の
外
国
人
の
権
利
保
護
の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
警

戒
自
体
は
続
い
て
い
た
と
す
る
（
同
二
四
頁
）。

　
（
16
）�　

後
述
す
る
よ
う
に
、
モ
ル
モ
ン
教
は
内
務
省
に
書
類
を
提
出
す
る
際
、
第
二
条
の
「
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
を
参
考

に
し
た
と
見
ら
れ
、
神
奈
川
県
知
事
に
書
類
を
提
出
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
内
務
省
令
第
四
一
号
を
全
文
掲
載
す
る
（
高
松
泰
介
編
『
現
行
宗

教
法
令
』
一
九
〇
二
年
、
一
六
一
―
一
六
三
頁
）。

　
　
　
　

内
務
省
令
第
四
一
号　

宗
教
ノ
宣 

布
及
会
堂
説
教
所
講
義
所
取
締
規
定
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�

第
一
条　

宗
教
ノ
宣
布
ニ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
記
事
項
ヲ
具
シ
履
歴
書
ヲ
添
ヘ
其
住
所
、
住
所
ナ
キ
ト
キ
ハ
居
所
ヲ
管
轄
ス
ル
地
方
長
官
ヘ

届
出
ヘ
シ

　
　
　
　
　

一　

宗
教
ノ
名
称

　
　
　
　
　

二　

布
教
ノ
方
法

　
　
　
　
　

本
令
施
行
前
ヨ
リ
宗
教
ノ
宣
布
ニ
従
事
ス
ル
者
ハ
本
令
施
行
後
二
箇
月
以
内
ニ
前
項
ノ
届
出
ヲ
為
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

�

第
二
条　

宗
教
ノ
用
ニ
供
ス
ル
為
メ
堂
宇
会
堂
説
教
所
又
ハ
講
義
所
ノ
類
ヲ
設
立
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
記
事
項
ヲ
具
シ
其
所
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地

方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　
　

一　

設
立
ヲ
要
ス
ル
理
由

　
　
　
　
　

二　

設
置
ヲ
終
ル
ヘ
キ
期
限

　
　
　
　
　

三　

名
称
、
所
在
地
並
敷
地
及
建
物
ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
但
図
面
ヲ
添
フ
ヘ
シ

　
　
　
　
　

四　

宗
教
ノ
名
称

　
　
　
　
　

五　

管
理
及
維
持
ノ
方
法

　
　
　
　
　

六　

担
当
布
教
者
ヲ
置
ク
ト
キ
ハ
其
資
格
及
選
定
方
法

　
　
　
　
　

前
項
第
二
号
ノ
期
限
内
ニ
於
テ
前
項
ノ
堂
宇
会
堂
説
教
所
又
ハ
講
義
所
ノ
類
ヲ
設
置
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
許
可
ハ
其
効
力
ヲ
失
フ

　
　
　
　

�　

本
令
施
行
前
ヨ
リ
宗
教
ノ
用
ニ
供
ス
ル
堂
宇
会
堂
説
教
所
又
ハ
講
義
所
ノ
類
ノ
設
立
者
、
設
立
者
ナ
キ
ト
キ
若
ハ
故
障
ア
ル
ト
キ
ハ
管
理
者
ハ

第
一
項
ニ
掲
ク
ル
事
項
ヲ
本
令
施
行
後
二
箇
月
以
内
ニ
所
轄
地
方
長
官
ヘ
届
出
ヘ
シ
（
高
松
泰
介
編
『
現
行
宗
教
法
令
』
一
九
〇
二
年
、
一
六
一
―

一
六
三
頁
）

　
（
17
）�　

大
霞
会
内
務
省
史
編
集
委
員
会
『
内
務
省
史　

第
一
巻
』
原
書
房
、
一
九
七
一
年　

二
三
〇
―
二
三
一
頁
。

　
（
18
）�　

前
掲
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
、
高
木
『
日
本
末
日
聖
徒
史1850

―1980
年
』
四
頁
。

　
（
19
）�　

久
米
に
限
ら
ず
、
当
時
同
行
し
て
い
た
木
戸
孝
允
は
、「
一
夫
多
妻
」
に
つ
い
て
三
浦
梧
楼
と
植
村
正
直
宛
に
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
管
長
が
「
一
八

人
の
妻
を
持
ち
」、「
子
供
が
六
〇
人
あ
ま
り
」
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
木
戸
公
伝
記
編
纂
所
編
『
木
戸
孝
允
文
書　

第
四
』
日
本
史
籍
協
会
、

二
〇
〇
九
年
）。
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225 明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　
（
20
）�　

前
掲
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
、
高
木
『
日
本
末
日
聖
徒
史1850

―1980

年
』
一
〇
頁
。

　
（
21
）�　

当
時
の
宣
教
師
達
に
協
力
し
た
人
物
と
し
て
、
廣
井
辰
太
郎
、
平
井
金
三
、
岡
野
英
太
郎
な
ど
が
い
る
。
彼
ら
は
英
語
の
知
識
を
持
っ
て
お
り
、

冊
子
な
ど
の
翻
訳
作
業
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
高
橋
五
郎
は
『
麼
兒
門
教
と
麼
兒
門
教
徒
』
を
著
し
、
日

本
で
の
伝
道
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。
拙
稿
「
戦
前
に
お
け
る
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
の
日
本
布
教
と
キ
リ
ス
ト
界
の
反
応
」（『
神
道

研
究
集
録
』
二
〇
一
五
年
）

　
（
22
）�　

当
時
の
『
二
六
新
報
』
は
、
多
く
の
新
聞
が
モ
ル
モ
ン
教
を
批
判
的
に
載
せ
て
い
る
中
、
直
接
グ
ラ
ン
ト
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
明
治

三
四
年
八
月
一
八
日
の
記
事
に
は
、「
使
徒
ヘ
ツ
バ
ー
・
ジ
ェ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
氏
の
宣
言
書
」
と
題
さ
れ
た
布
教
宣
言
書
と
で
も
言
う
べ
き
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
連
載
は
続
き
、
八
月
二
三
日
の
記
事
に
は
、「「
一
夫
多
妻
は
過
去
の
事
な
り
。
願
く
は
二
六
の
読
者
を
し
て
吾
徒
を
誤
解
せ
し
む

る
勿
れ
。」
と
、
一
夫
多
妻
が
過
去
の
教
義
で
あ
り
誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
岡
野
と
共
に
、
内
務
省
に
届
け
出
を
行
っ
た
の
は
、

こ
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
23
）�　

前
掲
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
、
高
木
『
日
本
末
日
聖
徒
史
』
五
四
頁
。

　
（
24
）�　

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
は
、
当
時
宣
教
師
達
は
内
務
省
令
四
十
一
号
の
第
一
条
と
第
二
条
の
「
管
轄
す
る
地
方
長
官
へ
の
届
け
出
」
か
ら
、
地
方
長
官

で
あ
る
神
奈
川
県
知
事
へ
の
通
知
だ
け
で
良
い
と
考
え
た
と
推
測
し
て
い
る
（
前
掲
、
同
『
日
本
末
日
聖
徒
史
』
五
四
頁
）。

　
（
25
）�　

木
下
尚
江
は
、
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
長
野
県
の
「
信
陽
日
報
」
の
記
者
の
後
、
松
本
美
以
教
会
で
洗
礼
。
廃
娼
運
動
や
足
尾
鉱
毒
問
題
な

ど
で
論
陣
を
張
る
社
会
運
動
家
で
あ
る（
鄭
ヒ
ョ
ン
汀『
天
皇
制
国
家
と
女
性
―
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
木
下
尚
江
』教
文
館
、 

二
〇
一
三
年
）。

木
下
は
九
月
二
二
日
に
銀
座
会
館
で
モ
ル
モ
ン
教
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
中
心
は
「
一
夫
多
妻
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
一
夫
多
妻
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
し
か
る
に
モ
ル
モ
ン
は
国
法
に
背
く
が
た
め
自
か
ら
わ
が
宗
義
と
信
ず
る
一
夫
多
妻
の

こ
と
を
今
は
云
は
じ
と
唱
ふ
。
こ
れ
モ
ル
モ
ン
が
一
夫
多
妻
を
真
理
に
反
す
る
こ
と
と
信
ず
る
が
故
か
。
否
。
然
ら
ば
之
れ
を
（
多
妻
説
）、
云
ふ
こ

と
を
欲
せ
ざ
る
為
め
か
。
否
。
モ
ル
モ
ン
は
嘗
て
法
廷
に
弁
論
し
た
り
と
き
く
。
さ
れ
ど
懺
悔
し
た
る
を
き
ず
か
ざ
れ
ば
、
モ
ル
モ
ン
は
一
夫
多
妻

の
行
為
を
廃
し
た
る
か
。
否
。
彼
は
我
国
に
多
妻
主
義
の
実
際
教マ

マ課
書
と
し
て
来
れ
る
な
り
。」（『
婦
人
新
報
』明
治
三
四
年
一
〇
月
二
五
日
第
五
四
号
、

一
八
―
二
〇
頁
）

　
（
26
）�　
『
婦
人
新
報
』（
明
治
三
四
年
一
〇
月
二
五
日
）
第
五
四
号
、
二
八
―
二
九
頁
。
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226明治中期の宗教行政と外来系新宗教
　
（
27
）�　

財
団
法
人　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
編
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
百
年
史
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
六
年　

一
七
八
―
一
八
一
頁
。

　
（
28
）�　

前
掲　

同
『
日
本
末
日
聖
徒
史
』
五
〇
頁
。

　
（
29
）�　
『
婦
人
新
報
』（
明
治
三
四
年
一
二
月
二
五
日
）
第
五
六
号
、
一
六
頁
。

　
（
30
）�　JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

05032413500

、「
モ
ル
モ
ン
宗
教
師
の
行
動
注
意
方
（
通
牒
）」（
国
立
公
文
書
館
）

　
（
31
）�　JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

05020110700

、
モ
ル
モ
ン
宗
布
教
に
関
す
る
件
（
国
立
公
文
書
館
）

　
（
32
）�　JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

05032424400

、「
モ
ル
モ
ン
」
宗
（
宗
教
局
）（
国
立
公
文
書
館
）

　
（
33
）�　

前
掲
、
杉
内
「
戦
前
に
お
け
る
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
の
日
本
布
教
と
キ
リ
ス
ト
界
の
反
応
」『
神
道
研
究
集
録
』
二
〇
一
五
年　

四
七
―
四
八
頁
。
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